
教員の養成の目標及び 

当該目標を達成するための計画に関すること 
 

 

教員の養成の目標 

今日，経済・社会はＩＣＴ抜きでは成り立たない状況となっています。こうした状況に鑑み，本学では，以下

のことを教育の目的として掲げています――①明日の高度情報通信社会の担い手にふさわしいＩＣＴ技術と知

識、およびそれを支える幅広い教養と各種専門分野にまたがる知識の習得に裏打ちされた高度ＩＣＴ技術者を育

成します。②国際情報化に適応できる国際性豊かな人材，情報に付加価値を生み出す幅広い教養，感受性，モラ

ル，コミュニケ－ション能力を備えた人間力に優れた人材を育成します。 

このような人材育成を目指す本学では、卒業後の進路として，情報処理産業を中心にコンピュータを使用する

さまざまな業種・職種などとともに，本学で得た高い知識･技術をもって次世代の人材育成を行なう教育機関も

視野に入れています。高度情報通信社会の発展にとって，＜“情報化に対応・貢献し得る人材の育成”にあたる

人材の育成＞が極めて重要だと考えるからです。 

以上のように、一般的な情報処理技術の知識･技術を身につけるにとどまらず、各種専門分野にまたがる高い

知識・技術を習得した教員を養成し、もって次世代の人材育成に貢献していくことを目標とします。 

 

 

目標を達成するための計画 

 本学では，全学的な各種委員会の一つとして教職課程委員会が設置されています。本委員会は，「教職に関する

科目」の専任教員，各学部から選出された教員，教務課長の計５名から構成されています。本委員会のタスクは，

授業科目の編成や教育実習に関する事項，免許申請に係わる事項を含めた教職課程に関する全般について審議す

ること，およびそれを通して，各学部，専門教育部門，教養教育部門，教職教育部門の調整・相互協力をはかる

ことです。 

 こうした全学的な相互協力体制と並行して，「教職に関する科目」の専任教員によるチ－ム教育体制がとられ

ています。本チ－ムは，学生が教員としての視点を獲得し，そうした視点にもとづいて，各科目等を通じて修得

した知識や技術を統合的に実践的指導力へと変換するようになることを獲得目標として，相互協力を軸とした教

育・指導を行なっています。 

 以上のような教職指導体制によって，人間形成の専門職としての明確な責任感を軸に，深い専門性に裏打ちさ

れた学習指導の指導力と生徒指導の指導力を両輪とする実践的指導力を形成・向上し続ける学生の養成を行ない

得ると考えております。 


